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暑
さ
厳
し
い
候
、皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
に
て
、ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
崎
大
水
害
か
ら
35
年

　

昭
和
57
年
７
月
23
日
に
発
生
し
た「
長
崎
大
水
害
」で
、

死
者
・
行
方
不
明（
２
９
９
名
）の
尊
い
命
を
奪
い
、財
産

を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
た
災
害
は
、私
に
と
っ
て
一
生
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
出
来
事
で
す
。

　

今
年
、あ
の
悪
夢
か
ら
35
年
を
迎
え
一
定
の
ハ
ー
ド
面

の
整
備
も
進
み
ま
し
た
が
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
長
崎

大
水
害
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
、市
民
の
防
災
の
意
識

は
水
害
直
後
と
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。災
害
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、将
来
に
わ
た
っ
て
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
は
、市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

も
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。そ
の
為
に
も
風
化
防
止
対

策
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、長
崎
市
は
毎
年
７
月
23
日
に
市
長
に
よ
る
防
災

無
線
を
使
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
本
館
・
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー

で
の「
パ
ネ
ル
展
示
」や「
記
録
映
像
の
上
映
」、小
中
学
校

の
１
学
期
終
業
式
等
で
の「
校
長
に
よ
る
防
災
講
話
」な

ど
災
害
の
伝
承
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
、多
く

の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
し
て
、防
災
意
識
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
下
さ
い

　

今
年
も
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、水
分
補
給
な
ど
を

行
い
熱
中
症
に
充
分
に
注
意
し
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
市
会
議
員
と
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
が「
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
つ
く
り
」に
向
け
て
諸
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　

皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　この技術提案は、設計者を選定するためのものであり、そのまま設計案となるものではあり
ません。今後、広くご意見をいただきながら、長崎市と設計者で詳細な設計を進めていきます。
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長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

１
．
高
齢
化
す
る
被
爆
者
に
対
す
る
援
護

の
充
実

①
訪
問
介
護
利
用
被
爆
者
助
成
事
業
に

係
る
所
得
制
限
の
撤
廃
と
補
助
率
の

引
き
上
げ

②
介
護
保
険
利
用
被
爆
者
助
成
事
業
に

係
る
助
成
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と

補
助
率
の
引
き
上
げ

③
医
療
特
別
手
当
等
の
収
入
認
定
の
適

用
除
外

④
被
爆
者
健
康
診
断
内
容
等
の
充
実

２
．
被
爆
体
験
者
の
救
済
及
び
被
爆
体
験
者

支
援
事
業
の
充
実

①
被
爆
体
験
者
の
救
済

②
被
爆
体
験
者
支
援
事
業
の
充
実

３
．
在
外
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
の
推
進

４
．
被
爆
者
救
済
の
立
場
に
立
っ
た
原
爆
症

認
定
制
度
の
運
用

５
．
被
爆
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
の
促
進

６
．
被
爆
二
世
の
健
康
診
断
内
容
等
の
充
実

７
．
老
人
被
爆
者
医
療
費
等
に
係
る
地
方
負

担
の
解
消

８
．
弔
意
事
業
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
強
化

　

長
崎
市
は
、か
つ
て
人
類
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
原
子
爆
弾
の
大
惨
禍
を
被
り
、生

き
な
が
ら
え
た
方
々
も
、被
爆
者
と
し
て
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
苦
難
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

72
年
が
経
過
す
る
今
日
に
お
い
て
も
、多

く
の
犠
牲
者
及
び
遺
家
族
は
、原
子
爆
弾
の

特
異
性
に
よ
り
、社
会
的
・
精
神
的
・
医
学
的

後
遺
症
に
苦
し
ん
で
お
り
、今
後
も
終
生
悩

み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、昭
和
32
年
の「
原
子
爆
弾
被
爆

者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」に
よ
る
医
療

の
給
付
に
始
ま
り
、現
行
の「
原
子
爆
弾
被
爆

者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
」の
施
行

な
ど
、被
爆
者
に
対
す
る
保
健
、医
療
及
び
福

祉
の
各
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
援
護
対
策
が

充
実
さ
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
に
、深
く
謝
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

長
崎
原
子
爆
弾
被
爆
者
援
護
強
化
対
策
協

議
会（
略
称
：
原
援
協
）は
、会
長
：
副
市
長
、副

会
長
：
市
議
会
副
議
長
と
市
議
会
の
会
派
代

表
者
等
に
て
構
成
し
、毎
年
、被
爆
者
の
援
護

に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
29
日（
木
）、30
日（
金
）に
厚

生
労
働
省
と
地
元
国
会
議
員
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

地域包括ケアシステム

「
原
援
協
」で
厚
生
労
働
省
・
地
元
国
会
議
員
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た

要
望
書

要
望
事
項

い
つ
わ
清
隆
の
主
な
役
職

【
議
会
】

g

環
境
経
済
委
員
会
委
員

g

雇
用・人
口
減
少
対
策
特
別
委
員

会
委
員

【
行
政
】

g

長
崎
市
経
済
活
性
化
審
議
会
委
員

【
党
務
】

g

民
進
党
長
崎
県
連
常
任
幹
事

g

民
進
党
長
崎
県
連
第
１
区
総
支
部

幹
事
長

【
地
域
】

g

女
の
都
自
治
会
会
長

g

西
浦
上
東
部
地
区
自
治
連
合
会
副

会
長

g

女
の
都
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

顧
問

g

長
崎
市
消
防
団
第
三
分
団
後
援
会

副
会
長

g

長
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
西
浦
上

東
部
支
部
副
支
部
長

【
そ
の
他
】

g

長
崎
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
長

g

長
崎
市
議
会
地
域
振
興
特
別
委
員

会
委
員
長（
平
成
19
年
度
）

g

長
崎
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
副

委
員
長（
平
成
20
年
度
）

g

長
崎
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長（
平
成
21
年
度
）

g

長
崎
市
議
会
総
務
委
員
会
委
員
長

（
平
成
22
年
度
）

　

し
か
し
な
が
ら
、被
爆
者
の
平
均
年
齢
が

80
歳
を
超
え
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
な
か

で
、介
護
を
要
す
る
者
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、在
外
被
爆
者
を
含
め
、援
護
施
策
の
更
な

る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
化
が
進
む
被
爆
体
験
者
か
ら

は
、健
康
へ
の
強
い
不
安
や
救
済
を
求
め
る

切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、被
爆
体
験

者
の
援
護
の
拡
充
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、中
高
年
層
に
達
し
た
被
爆
二
世

は
、放
射
線
の
遺
伝
的
な
影
響
に
対
す
る
不

安
を
強
め
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、国
の
責
任
に
お
い
て
、実

態
に
即
し
た
援
護
対
策
を
、よ
り
一
層
充
実

し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

（
写
真
上
）厚
生
労
働
省
へ
要
望
書
を
提
出

（
写
真
下
）「
高
木
義
明
」衆
議
院
議
員
へ
要
望
書

　
　
　
　

を
提
出



２月27日　会派代表質問を行う！

主
な
質
疑
内
容

◆
都
市
間
交
流
推
進
費

御
朱
印
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

費…
…
…
…
…
…

４
１
１
万
円

　

官
民
共
同
で「
御
朱
印
船
」を

ベ
ト
ナ
ム
へ
寄
贈
・
展
示
し
、

併
せ
て
長
崎
へ
の
誘
客
促
進
活

動
を
行
う
も
の
。

h

御
朱
印
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
負
担

h

御
朱
印
船
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー

公
式
訪
問
団
派
遣

h

誘
客
促
進
活
動

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　

…

48
万
７
千
円

　
地
区
公
民
館
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
化
に
伴
う
２
箇
所
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
開
所
と
ダ

イ
ヤ
ラ
ン
ド
・
小
ヶ
倉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
名
称
変
更
に
伴

う
必
要
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

【
開
所
】小
ヶ
倉
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー（
Ｈ
30
・
４
・
１
〜
）

深
堀
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
Ｈ
30
・
４
・
１
〜
）

【
名
称
変
更
】（
旧
）ダ
イ
ヤ
ラ
ン

ド・小
ヶ
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
新
）ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー（
Ｈ
30
・
４
・
１
〜
）

◆
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

民
間
保
育
所

…

２
，
３
８
５
万
円

　
民
間
保
育
所
の
創
設
に
係
る

施
設
整
備
の
助
成
に
つ
い
て
、

補
助
基
準
額
の
改
定
に
伴
い
国

の
補
助
額
が
増
額
さ
れ
た
こ
と

か
ら
助
成
額
を
増
額
す
る
も
の
。

【
対
象
施
設
及
び
補
助
額
】

（
仮
称
）三
和
保
育
園

１
億
７
，
３
７
２
万
８
千
円

↓
１
億
９
，
７
５
７
万
８
千
円

（
２
，
３
８
５
万
円
増
）

◆
民
間
保
育
所
等
施
設
型
給
付
費

…

６
億
６
，
１
７
４
万
２
千
円

①
保
育
所

　

…

４
億
４
，
７
９
５
万
８
千
円

②
認
定
こ
ど
も
園

　
　

…

２
億
４
６
７
万
６
千
円

③
幼
稚
園…

９
１
０
万
８
千
円

◆
地
域
型
保
育
給
付
費

　

小
規
模
保
育
事
業

　
　
　
　
　

…

４
２
１
万
２
千
円

　

保
育
士
等
に
係
る
処
遇
改
善

及
び
公
定
価
格
の
基
準
等
の
改

正
に
伴
い
、
施
設
型
給
付
費
等

を
増
額
す
る
も
の
。

h

全
て
の
保
育
士
等
を
対
象
と

し
た
処
遇
改
善

h

技
能
及
び
経
験
を
有
す
る
保

育
士
等
の
処
遇
改
善

h

公
定
価
格
の
基
本
分
単
価
改

正

　

ま
た
、
保
育
所
等
の
利
用
者

負
担
の
上
限
額
基
準
の
改
正
に

伴
い
保
育
料
の
減
額
を
行
う
た

め
、
施
設
型
給
付
費
等
を
増
額

す
る
も
の
。

h

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

保
護
者
負
担
軽
減

h

年
収
約
３
６
０
万
円
未
満
相

当
世
帯
の
保
護
者
負
担
軽
減

◆
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事
業
費

　
　
　
　
　

…

９
，
９
０
０
万
円

①
夜
間
景
観
整
備
実
施
設
計

　
　
　
　

…

４
，
９
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷

新
支
援
事
業
を
活
用
し
、
夜

景
の
更
な
る
魅
力
向
上
を
図

る
た
め
、
夜
間
景
観
整
備
に

向
け
た
調
査
及
び
実
施
設
計

を
行
う
も
の
。

②
夜
間
景
観
整
備

　
　
　
　

…

５
，
０
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷

新
支
援
事
業
を
活
用
し
、
夜

間
景
観
の
整
備
を
行
う
も

の
。

h

整
備
地
区　

出
島
エ
リ
ア

◆
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事
業
費

　
　
　

…

２
億
４
，
６
０
０
万
円

①
ま
ち
な
か
地
区

　
　
　
　

…

９
，
９
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷

新
支
援
事
業
を
活
用
し
、
ま

ち
な
か
地
区
の
回
遊
路
等
の

整
備
を
行
う
も
の
。

h

舗
装
美
装
化

②
平
和
公
園
地
区

　
　
　
　

…

７
，
７
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷

新
支
援
事
業
を
活
用
し
、
平

和
公
園
地
区
の
回
遊
路
等
の

整
備
を
行
う
も
の
。

h

舗
装
美
装
化

③
稲
佐
山
地
区

　
　
　
　

…

４
，
０
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷

新
支
援
事
業
を
活
用
し
、
稲

佐
地
区
の
街
路
灯
の
整
備
を

行
う
も
の
。

h

街
路
灯
整
備

④
鍋
冠
山
地
区

　
　
　
　

…

３
，
０
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷

新
支
援
事
業
を
活
用
し
、
鍋

冠
山
地
区
の
回
遊
路
等
の
整

備
を
行
う
も
の
。

h

遊
歩
道
の
再
整
備

◆
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事
業
費

　

平
和
公
園
地
区

　
　
　

…

１
億
４
，
０
０
０
万
円

　

国
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新

支
援
事
業
を
活
用
し
、
平
和
公

園
地
区
の
園
路
等
の
整
備
を
行

う
も
の
。

h

板
石
舗
装
、
手
摺
設
置
、
立

入
防
止
柵
設
置
、土
留
石
積
、

ベ
ン
チ
設
置

◆
文
化
財
保
護
推
進
費

　

伝
統
芸
能
活
動
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

…

５
０
０
万
円

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
助
成
金
を
活
用
し
、
長
崎

く
ん
ち
、
そ
の
他
郷
土
芸
能
に

使
用
す
る
備
品
の
購
入
費
等
を

助
成
す
る
も
の
。

h

築
町
自
治
会…

２
５
０
万
円

h

住
吉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

…

２
５
０
万
円

◆
市
民
プ
ー
ル
施
設
整
備
事
業
費

　

市
民
総
合
プ
ー
ル

　
　
　
　
　

…

５
，
６
０
０
万
円

　

市
民
総
合
プ
ー
ル
の
灯
油
焚

き
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
経
年

劣
化
に
よ
り
故
障
し
て
お
り
、

修
理
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら

取
替
更
新
を
行
う
た
め
増
額
す

る
も
の
。

h

整
備
台
数　

２
台

◆
市
民
会
館
施
設
整
備
事
業
費

　

市
民
会
館
設
備
整
備

　
　
　
　
　
　
　

…

８
８
０
万
円

　

市
民
体
育
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
経
年
劣
化
に

よ
り
故
障
し
て
お
り
、
修
理
不

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
替
更

新
を
行
う
た
め
増
額
す
る
も
の
。

h

整
備
台
数　

１
組（
２
台
）

◆
小
学
校
管
理
費…

３
０
０
万
円

　

仁
田
佐
古
小
学
校
体
育
館
の

建
設
予
定
地
に
つ
い
て
、
自
主

的
に
土
壌
汚
染
調
査
を
行
う
た

め
増
額
す
る
も
の
。

h

当
初
予
算
５
億
１
，
８
３
１

万
５
千
円

◆
小
学
校
整
備
事
業
費

　

小
島
小
取
付
道
路

　
　
　
　
　

…

１
，
２
０
０
万
円

　

小
島
小
学
校
取
付
道
路
の
用

地
買
収
及
び
建
物
補
償
に
つ
い

て
、
用
地
測
量
等
の
結
果
、
当

初
見
込
み
を
上
回
る
も
の
に
つ

い
て
増
額
す
る
も
の
。

h

当
初
予
算
１
億
１
，
１
１
３

万
円

三
菱
重
工
㈱
長
崎
造
船
所
よ
り
寄
贈

さ
れ
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
に
展
示
し
て
い
た

御
朱
印
船

築町自治会

住
吉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

平
成
29
年
６
月
議
会

平成29年度一般会計補正予算平成29年度一般会計補正予算
（約18億4,500万円）（約18億4,500万円）

・22議案を可決！・22議案を可決！

平成29年度一般会計補正予算
（約18億4,500万円）

・22議案を可決！
　

長
崎
市
議
会
・
平
成
29
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日（
金
）に

開
会
し
、
28
日（
水
）に
最
終
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
額
約
18
億
４
，

５
０
０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
を
可
決
・
同
意
し

閉
会
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
は
、
出
島
地
区
の
夜
間
景
観
向
上
な
ど
を
推
進
す
る

景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事
業
費（
４
億
８
，
７
０
０
万
円
）が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

又
、
市
議
会
議
員
が
他
人
が
給
油
し
た
領
収
書
を
使
っ
て
政
務
活

動
費
を
受
給
し
て
い
た
問
題
で
辞
職
勧
告
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

【
調
査
目
的
】

　　

長
崎
市
の
人
口
減
少
の
主
な
原
因
は
、
10
代
後
半
か
ら
20

代
後
半
ま
で
の
若
者
の
市
外
へ
の
転
出
超
過
で
あ
り
、
そ
の

理
由
と
し
て
「
仕
事
」
の
割
合
が
高
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
若
者
の
市
外
転
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
市
外
か
ら
の
転

入
の
促
進
を
図
る
雇
用
対
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

【
調
査
方
針
】

　　

長
崎
市
の
各
産
業
に
お
け
る
雇
用
の
現
状
及
び
課
題
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
定
住
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
。

【
調
査
項
目
】

　
①
長
崎
市
の
人
口
減
少
の
現

状
、
経
済
状
況
・
雇
用
情

勢
（
若
年
者
の
就
職
実

態
）
に
つ
い
て

②
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い

て
（
現
地
調
査
含
む
）

③
大
学
生
の
就
職
状
況
に
つ

い
て
（
大
学
就
職
担
当
ヒ

ア
リ
ン
グ
）

④
産
業
の
現
状
と
課
題
（
経

済
成
長
戦
略
の
概
要
）
に

つ
い
て

⑤
地
元
就
職
・
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑥
移
住
の
促
進
に
つ
い
て

大村市で企業誘致の説明を受ける


